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　Factors related to improving mathematical literacy as a basic competency required in society was 
investigated, focusing on learning behaviors and learning motivation. Questionnaires were administered to 
253 university students who had ﬁnished a course on mathematical literacy. Results indicated non signiﬁcant 
diﬀerences between learning behaviors of over achieving students that obtained higher than expected post-
test, compared to pre-test scores, and under achieving students that obtained lower than expected post-
test, compared to pre-test scores. However, over achieving students displayed more positive feelings toward 
learning than under achieving students. These results suggest that increasing positive feelings about learning 
was critical for increasing the students’ mathematical literacy. Therefore, a good relationship with teachers 
and feelings of enjoyment when solving problems could be expected to evoke positive feelings toward learning. 
Moreover, it is suggested that these positive feelings could act as a barometer of the progress of learning.
Key words
　mathematical literacy, learning motivation, university student
Analysis of factors to improve mathematical literacy: 
focusing on learning behavior and learning motivation.
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-15以下 -15 ～ -10 -10 ～ -5 -5 ～ 0 0 ～ 5 5 ～ 10 10 ～ 15 15以上 合計
度数 7 14 12 20 37 17 11 5 123










M 3.10 3.06 0.22
SD 0.66 0.67



































週１回以上 月１回以上 それ以下 χ2値
週１回未満
伸び悩み群 度数 6 9 14 3.67
%　 20.7 31.0 48.3
飛躍群 度数 14 7 11
%　 43.8 21.9 34.4
表４　伸び悩み群と飛躍群における授業外学習時間の比較
１時間未満 １時間以上 χ2値
伸び悩み群 度数 22 4 0.03
%　 84.6 15.4





一人で学習する M 2.58 3.36   2.82**
SD 1.10 0.81
友人と一緒に学習する M 2.74 2.74 0.00
SD 1.18 1.26
教員に一対一で教わる M 1.35 1.33 0.08
SD 0.59 0.70
友人と一緒に教員に教わる M 1.65 1.77 0.36
SD 1.07 1.18
教員・友人以外と学習する（教わる） M 1.57 1.33 0.88
SD 1.04 0.76
**p<.01



































16. 教員の授業が楽しかった .954 -.027 -.113
18. 教員の人柄を気に入った .953 -.101 -.091
17. 授業に対する教員の熱意を感じた .875 -.096 .032
6. 数的処理能力育成演習の内容が純粋に面白いと感じた .592 .267 -.071
1. 努力すればいい成績がとれそうだ，と感じた .514 .006 .177
3. 解けなかった問題が解けるようになって嬉しく思った .506 .082 .215
5. 数的処理能力を育成しておくと将来役に立つと感じた .439 .211 .171
11. 努力や勉強の出来を友人に褒められた -.088 .820 -.001
14. 教員から努力や勉強の出来を褒められた -.003 .802 .062
9. 友人と自分を比べ，自分の方が問題がよく解けると思った .095 .697 -.254
13. 教員に良い成績を取ることを期待されていると感じた -.028 .637 .125
4. 小テストの点数が悪かったり，問題が解けなかったりして焦った -.021 -.058 .737
10. 友人と自分を比べ，自分の方が問題が解けないと思った -.095 .007 .708
2. 努力しないといい成績が取れないかもしれない，と感じた .111 -.087 .634
8. 友人が自分よりも意欲的に学習している様子を見た .104 .161 .436







学習への肯定感 M 7.37 9.62 2.58*
SD 2.75 3.39
優越感 M 4.42 5.87 1.52
SD 2.82 3.79
危機感 M 8.38 8.79 0.54
SD 2.74 2.84
*p<.05
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唆されている（Pintrich & De Groot，1990）。また，学力の伸
びを実感することが学習への肯定感を生み出すという因果関係
が成り立っている可能性も考慮に入れる必要がある。今回見出
された学習意欲喚起因子が，実際にはどのような学習方略や行
動を介して学習成果に繋がっているのかということを詳細に明
らかにすることが今後の課題である。前述のように，学習量は
飛躍群でも伸び悩み群でも変わらなかったことから，学習の質
や学習方略に着目することが特に重要であると考えられる。
　また，「優越感」や「危機感」の高さが数的処理能力の伸び
に繋がらなかったことにも着目したい。「優越感」は，テスト
の点数や友人との出来の比較など外的な要因によって自分の能
力の高さを感じて生じるものであり，「危機感」は自己の能力
や努力の不足を認識して焦る時に生じるものである。いずれも，
内発的－外発的という観点から考えると，外発的な動機づけに
含まれるものといえる。さらに別の観点から考えると，他者と
の比較による優越感や危機感は，学習者同士が協調的ではなく
競争的な関わり方をしていた場合により強くなるのではないの
かと考えることができる。この結果は，競争的な学習がネガテ
ィブな感情を通じて外発的動機づけを促し，協調的な学習がポ
ジティブな感情を通じて内発的な動機づけを促すという
Johnson & Johnson（1985）の知見とも合致している。優越感
や危機感は数的処理能力の伸びに繋がらなかったことから，大
学生の数的処理能力の向上には，競争的な学習は適さないので
はないかと考えることができる。ただし，今回の結果は，事前
テスト偏差値下位50%群を対象にしたものであることに留意し
たい。大学入学時点で既に高い数的処理能力を持っている学習
者について，同様の傾向があるかを探ることも，今後の重要な
課題である。
